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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
単層又は複数層で構成され、
ポリ塩化ビニル系樹脂と、バリウム－亜鉛系の熱安定剤とを含む樹脂層を有し、
前記バリウム－亜鉛系の熱安定剤は、ビス（３－メチル安息香酸）バリウムを含むことを
特徴とする加飾用フィルム。
【請求項２】
前記樹脂層は、更に、前記ポリ塩化ビニル系樹脂１００重量部に対して、５重量部～４５
重量部の可塑剤を含むことを特徴とする請求項１に記載の加飾用フィルム。
【請求項３】
前記可塑剤は、脂肪酸に由来する構造を含まないことを特徴とする請求項２に記載の加飾
用フィルム。
【請求項４】
前記樹脂層は、更に、熱安定性助剤を含むことを特徴とする請求項１～３のいずれかに記
載の加飾用フィルム。
【請求項５】
前記熱安定性助剤は、エポキシ化合物であることを特徴とする請求項４に記載の加飾用フ
ィルム。
【請求項６】
前記樹脂層は、錫系の熱安定剤を含まないことを特徴とする請求項１～５のいずれかに記
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載の加飾用フィルム。
【請求項７】
前記加飾用フィルムは、更に、粘着剤層と、セパレータとを有し、かつ、
前記樹脂層と、前記粘着剤層と、前記セパレータとが順に積層されていることを特徴とす
る請求項１～６のいずれかに記載の加飾用フィルム。
【請求項８】
基材と、前記基材を覆う請求項１～６のいずれかに記載の加飾用フィルムとを備え、
前記基材と前記加飾用フィルムとは、粘着剤層を介して積層されていることを特徴とする
加飾成形品。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
本発明は、加飾用フィルム及び加飾成形品に関するものである。
【背景技術】
【０００２】
ポリ塩化ビニル（ＰＶＣ：ｐｏｌｙｖｉｎｙｌ　ｃｈｌｏｒｉｄｅ）系樹脂のような含ハ
ロゲン樹脂は、加熱成形加工の際に脱ハロゲン化水素に起因する熱分解を起こし易いため
、一種又は複数種の熱安定剤を上記樹脂に添加し、加工工程における劣化を抑制するとい
う対策がとられている。
【０００３】
例えば、特許文献１の実施例には、ＰＶＣ系樹脂１００重量部に対して、可塑剤２０～６
５重量部、エポキシ樹脂０．１～５重量部、アクリル系加工助剤１～１０重量部、及び、
種々の安定剤を添加した、透明軟質フィルム又はシートが開示されている。
【０００４】
また、特許文献２には、塩化ビニル樹脂１００重量部に対し、カルシウムの化合物０．０
１～２重量部、亜鉛の化合物０．０１～２重量部、脱結晶水処理をしたハイドロタルサイ
ト化合物０．０１～５重量部を添加した組成物からなる硬質塩化ビニルシートが開示され
ている。
【先行技術文献】
【特許文献】
【０００５】
【特許文献１】特許第３３７７７５４号公報
【特許文献２】特開２０００－１０３８７２号公報
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００６】
ここで、二輪車の外装や四輪車の内装等の装飾に使用する加飾用フィルムは、例えば、雨
等により水を含むと、赤色の加飾用フィルムが薄ピンク色に変わるというような意匠変化
を生じることがあった。すなわち、加飾用フィルムで装飾された物品の表面の意匠が、加
飾用フィルムの吸水白化により変化してしまうことがあった。
【０００７】
このような吸水白化による意匠の変化は、錫系の熱安定剤を加飾用フィルムに含有させる
ことで抑制することができる。しかしながら、錫系の熱安定剤は耐候性が悪く、使用する
用途によっては他の問題を引き起こす可能性があるため、使用される用途は限られている
。
【０００８】
また、環境等に配慮して化学物質の使用が規制される近年、錫系の熱安定剤も規制の対象
として、又は、今後規制されることが予想されるものとして挙げられており、積極的に使
用することは困難である。
【０００９】
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上記特許文献１では、耐吸水白化性に優れたフィルム及びシートが開示されているが、上
記特許文献１のフィルムは軟質フィルムであるため加飾用フィルムには適さず、また、吸
水白化等の意匠変化を抑制するには未だ改良の余地があった。また、特許文献２には、吸
水白化を抑制する技術については開示されていない。
【００１０】
以上のことから、長期に渡って吸水白化等の意匠変化を抑制することができる加飾用フィ
ルム及び加飾成形品が求められていた。
【課題を解決するための手段】
【００１１】
本発明者らは、加飾用フィルム及び加飾成形品に用いる熱安定剤について種々の検討を行
った。その結果、ポリ塩化ビニル系樹脂に、芳香族基を有するバリウム化合物を含むバリ
ウム－亜鉛系の熱安定剤を添加することにより、長期に渡ってフィルムの吸水白化等の意
匠変化を抑制することができることを見出し、本発明を完成した。
【００１２】
本発明の加飾用フィルムは、単層又は複数層で構成され、ポリ塩化ビニル系樹脂と、バリ
ウム－亜鉛系の熱安定剤とを含む樹脂層を有し、上記バリウム－亜鉛系の熱安定剤は、芳
香族基を有するバリウム化合物を含むことを特徴とする。
【００１３】
上記芳香族基を有するバリウム化合物は、炭素数が６以上３０以下であることが好ましい
。
【００１４】
上記芳香族基を有するバリウム化合物は、下記化学式（Ｂ１）で表される化合物であるこ
とが好ましい。
【００１５】
【化１】

（上記化学式（Ｂ１）中、Ｒは水素原子又は炭素数１～４のアルキル基を表す。）
【００１６】
上記芳香族基を有するバリウム化合物は、ビス（３－メチル安息香酸）バリウムであるこ
とが好ましい。
【００１７】
上記樹脂層は、更に、上記ポリ塩化ビニル系樹脂１００重量部に対して、５重量部～４５
重量部の可塑剤を含むことが好ましい。
【００１８】
上記可塑剤は、脂肪酸に由来する構造を含まないことが好ましい。
【００１９】
上記樹脂層は、更に、熱安定性助剤を含むことが好ましい。
【００２０】
上記熱安定性助剤は、エポキシ化合物であることが好ましい。
【００２１】
上記樹脂層は、錫系の熱安定剤を含まないことが好ましい。
【００２２】
上記加飾用フィルムは、更に、粘着剤層と、セパレータとを有し、かつ、上記樹脂層と、
上記粘着剤層と、上記セパレータとが順に積層されていることが好ましい。
【００２３】
本発明の加飾成形品は、基材と、上記基材を覆う本発明の加飾用フィルムとを備え、上記
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基材と上記加飾用フィルムとは、粘着剤層を介して積層されていることを特徴とする。
【発明の効果】
【００２４】
本発明の加飾用フィルム及び加飾成形品は、長期に渡って吸水白化等の意匠変化を抑制す
ることができる。
【図面の簡単な説明】
【００２５】
【図１】本発明の加飾用フィルムの一例を示した断面模式図である。
【図２】本発明の加飾成形品の一例を示した断面模式図である。
【発明を実施するための形態】
【００２６】
以下、本発明の実施形態について、図面を参照しながら説明する。まず、本発明の加飾用
フィルムについて説明する。
本発明の加飾用フィルムは、単層又は複数層で構成され、ポリ塩化ビニル系樹脂と、バリ
ウム－亜鉛系の熱安定剤とを含む樹脂層を有し、上記バリウム－亜鉛系の熱安定剤は、芳
香族基を有するバリウム化合物を含むことを特徴とする。
【００２７】
［ポリ塩化ビニル系樹脂］
本発明の加飾用フィルムは、樹脂層にポリ塩化ビニル系樹脂を含有する。上記ポリ塩化ビ
ニル系樹脂は、フィルムにした際の伸びがよく、破断し難いことから、三次元曲面への貼
り付けが容易である。また、ポリ塩化ビニル系樹脂を含むフィルムは、印刷性に優れるこ
と、ドライヤー等の熱で軟化することから、加飾用フィルムとして好適である。
【００２８】
上記ポリ塩化ビニル系樹脂としては、例えば、塩化ビニルの単独重合体、塩化ビニルと共
重合可能な他の単量体と塩化ビニルとの共重合体を挙げることができる。上記共重合可能
な他の単量体としては、例えば、酢酸ビニル、プロピオン酸ビニル等のビニルエステル；
エチレン、プロピレン、スチレン等のオレフィン；（メタ）アクリル酸メチル、（メタ）
アクリル酸エチル、（メタ）アクリル酸メチル等の（メタ）アクリル酸アルキルエステル
；マレイン酸ジブチル、マレイン酸ジエチル等のマレイン酸ジエステル；フマル酸ジブチ
ル、フマル酸ジエチル等のフマル酸ジエステル；アクリロニトリル、メタクリロニトリル
等のシアン化ビニル；塩化ビニリデン、臭化ビニル等のハロゲン化ビニル；メチルビニル
エーテル、エチルビニルエーテル等のビニルエーテル等を挙げることができる。これらは
、単独で用いてもよく、２種以上を併用してもよい。なお、本明細書において「（メタ）
アクリル酸」とは、「アクリル酸及びメタクリル酸の少なくとも一方」を表す。
【００２９】
上記共重合体における上記共重合可能な他の単量体の含有量は、通常、５０重量％以下で
あり、好ましくは１０重量％以下である。上記ポリ塩化ビニル系樹脂のなかでも、寸法安
定性に優れる点から、塩化ビニルの単独重合体が好ましい。
【００３０】
上記ポリ塩化ビニル系樹脂の平均重合度は８００～１２００が好ましい。なお、本発明に
おいて、ポリ塩化ビニル系樹脂の平均重合度は、ＪＩＳ　Ｋ　６７２１「塩化ビニル系樹
脂試験方法」に準拠して測定した平均重合度を意味する。
【００３１】
［熱安定剤］
本発明の加飾用フィルムは、樹脂層にバリウム－亜鉛系の熱安定剤を含み、上記バリウム
－亜鉛系の熱安定剤は、芳香族基を有するバリウム化合物を含む。本発明で用いられる芳
香族基を有するバリウム化合物を含むバリウム－亜鉛系の熱安定剤は吸水し難く、ポリ塩
化ビニル系樹脂に添加される種々の添加剤が吸水するのを抑制することができるため、長
期にわたってフィルムの吸水白化を抑制することができると考えられる。
【００３２】



(5) JP 6846175 B2 2021.3.24

10

20

30

40

50

芳香族基を有するバリウム化合物は、炭素数が６以上３０以下であることが好ましく、炭
素数が１０以上２２以下であることがより好ましく、下記化学式（Ｂ１）で表される化合
物であることが更に好ましく、ビス（３－メチル安息香酸）バリウムであることが特に好
ましい。芳香族基を有するバリウム化合物を含むバリウム－亜鉛系の熱安定剤としては、
堺化学工業株式会社製　ＬＢＺ－２０４９等が挙げられる。
【００３３】
【化２】

（上記化学式（Ｂ１）中、Ｒは水素原子又は炭素数１～４のアルキル基を表す。）
【００３４】
上記化学式（Ｂ１）におけるＲは水素原子又は炭素数１～４のアルキル基であり、上記ア
ルキル基は、直鎖状アルキル基であっても、分岐状アルキル基であっても、環状アルキル
基であってもよい。上記化学式（Ｂ１）におけるＲは、炭素数１～３のアルキル基である
ことが好ましく、炭素数１～２のアルキル基であることがより好ましく、炭素数１のアル
キル基、すなわちメチル基であることが更に好ましい。
【００３５】
上記化学式（Ｂ１）におけるＲとしては、例えば、水素原子、メチル基、エチル基、ｎ－
プロピル基、ｉｓｏ－プロピル基、ｎ－ブチル基、ｓｅｃ－ブチル基、ｉｓｏ－ブチル基
、ｔｅｒｔ－ブチル基等が挙げられる。
【００３６】
芳香族基を有するバリウム化合物を含むバリウム－亜鉛系の熱安定剤において、芳香族基
を有するバリウム化合物は、５重量％以上、４０重量％以下含まれることが好ましく、１
０重量％以上、２０重量％以下含まれることがより好ましく、１３重量％以上、１７重量
％以下含まれることが更に好ましい。このような態様とすることにより、吸水白化をより
抑制することが可能となる。
【００３７】
また、上記芳香族基を有するバリウム化合物は、上記ポリ塩化ビニル系樹脂１００重量部
に対して、０．１重量部以上、１重量部以下含まれることが好ましく、０．２重量部以上
、０．９重量部以下含まれることがより好ましく、０．３重量部以上、０．７重量部以下
含まれることが更に好ましい。このような態様とすることにより、吸水白化をより抑制す
ることが可能となる。
【００３８】
芳香族基を有するバリウム化合物を含むバリウム－亜鉛系の熱安定剤は、芳香族基を有す
る亜鉛化合物を更に含むことが好ましい。上記芳香族基を有する亜鉛化合物は、上記バリ
ウム－亜鉛系の熱安定剤において、１１重量％以上、２５重量％以下含まれることが好ま
しい。このような態様とすることにより、吸水白化をより抑制することが可能となる。
【００３９】
また、上記芳香族基を有する亜鉛化合物は、上記ポリ塩化ビニル系樹脂１００重量部に対
して、０．１重量部以上、２．０重量部以下含まれることが好ましく、０．２重量部以上
、２．５重量部以下含まれることがより好ましい。このような態様とすることにより、吸
水白化をより抑制することが可能となる。
【００４０】
また、芳香族基を有するバリウム化合物を含むバリウム－亜鉛系の熱安定剤は、更にリン
化合物を含むことが好ましい。上記バリウム－亜鉛系の熱安定剤に上記リン化合物が含ま
れる場合、上記リン化合物の含有量は、芳香族基を有するバリウム化合物より多く含まれ
ることが好ましい。
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【００４１】
上記樹脂層における、上記芳香族基を有するバリウム化合物を含むバリウム－亜鉛系の熱
安定剤の添加量は、上記ポリ塩化ビニル系樹脂１００重量部に対して、０．１重量部～２
０重量部であることが好ましく、１重量部～１０重量部であることがより好ましく、２．
８重量部～４．５重量部であることが更に好ましい。芳香族基を有するバリウム化合物を
含むバリウム－亜鉛系の熱安定剤の添加量を上記の範囲とすることにより、長期に渡って
更に吸水白化を抑制することができる。
【００４２】
本発明の加飾用フィルムでは、上記芳香族基を有するバリウム化合物を含むバリウム－亜
鉛系の熱安定剤に加えて、フィルムの分野において通常使用される熱安定剤を併用するこ
ともできる。例えば、鉛（Ｐｂ）、バリウム（Ｂａ）、亜鉛（Ｚｎ）、カルシウム（Ｃａ
）、錫（Ｓｎ）等を含有する金属有機酸化合物等も使用することができる。
【００４３】
本発明の加飾用フィルムは、錫系の熱安定剤を含まないことが好ましい。錫系の熱安定剤
を含まないことで、耐候性を改善することができる。
【００４４】
また、本発明では、バリウム－亜鉛系の熱安定剤として芳香族基を有するバリウム化合物
を用いることで、吸水白化等による意匠変化を抑制する作用効果が得られている。バリウ
ム－亜鉛系の熱安定剤に、脂肪族基を有するバリウム化合物や脂肪族基を有する亜鉛化合
物を含有することも可能であるが、この場合は、芳香族基を有するバリウム化合物及び芳
香族基を有する亜鉛化合物の総含有量（重量％）が、脂肪族基を有するバリウム化合物及
び脂肪族基を有する亜鉛化合物の総含有量（重量％）を超えることが好ましい。この理由
は、脂肪族基を有するバリウム化合物や脂肪族基を有する亜鉛化合物を含むバリウム－亜
鉛系の熱安定剤は、芳香族基を有するバリウム化合物を含むバリウム－亜鉛系の熱安定剤
に比べて吸水し易いためと考えられる。
【００４５】
［可塑剤］
本発明の加飾用フィルムは、可塑剤を含有することが好ましい。本発明の加飾用フィルム
に可塑剤を添加することにより、透明の硬質～半硬質の加飾用フィルムとすることができ
、耐寒衝撃性、対候性、耐傷性等を向上させることができる。上記可塑剤は、フィルムを
加工し易くすることができるものであればよく、上記可塑剤としては、フィルムの分野に
おいて通常使用されるものを用いることができる。例えば、フタル酸オクチル（ジ－２－
エチルヘキシルフタレート）、フタル酸ジブチル、フタル酸ジノニル、フタル酸ジイソノ
ニル（ＤＩＮＰ：Ｄｉｉｓｏｎｏｎｙｌ　ｐｈｔｈａｌａｔｅ）等のフタル酸ジエステル
、アジピン酸ジオクチル、セバシン酸ジオクチル等の脂肪族二塩基酸ジエステル、トリク
レジルホスフェート、トリオクチルホスフェート等のリン酸トリエステル、エポキシ化大
豆油やエポキシ樹脂等エポキシ系可塑剤、高分子ポリエステル可塑剤等が挙げられる。可
塑剤としては、ＤＩＮＰを用いることが好ましい。
【００４６】
本発明の加飾用フィルムに含まれる可塑剤は、脂肪酸に由来する構造を含まないことが好
ましい。脂肪酸に由来する構造を含む可塑剤としては、例えば、エポキシ化大豆油等が挙
げられる。本発明の加飾用フィルムには、エポキシ化大豆油を含まないことが好ましい。
これにより、吸水白化を更に抑制することが可能となる。
【００４７】
上記樹脂層における、上記可塑剤の添加量は、上記ポリ塩化ビニル系樹脂１００重量部に
対して、５重量部～４５重量部であることが好ましく、１２重量部～２０重量部であるこ
とがより好ましい。可塑剤の添加量を上記の範囲とすることにより、装飾加工により適し
た加飾用フィルムを得ることができる。すなわち、可塑剤の添加量が５重量部未満である
と、高硬質となり装飾加工に適さない場合があり、可塑剤の添加量が４５重量部を超える
と、軟質となり装飾機能を満足できない場合がある。



(7) JP 6846175 B2 2021.3.24

10

20

30

40

50

【００４８】
［熱安定性助剤］
本発明の加飾用フィルムは、熱安定性助剤を含んでいてもよい。熱安定性助剤は、熱安定
剤と併用することにより、フィルムの熱安定性を高めることができるものであればよく、
上記熱安定性助剤としては、フィルムの分野において通常使用されるものを用いることが
できる。例えば、エポキシ化合物、ホスファイト系化合物、ポリオール系化合物等が挙げ
られる。上記熱安定性助剤としては、エポキシ化合物が好ましく用いられ、エポキシ樹脂
がより好ましく用いられる。
【００４９】
上記樹脂層における、上記熱安定性助剤の添加量は、上記ポリ塩化ビニル系樹脂１００重
量部に対して、０．１重量部～１０重量部であることが好ましく、０．５重量部～１０重
量部であることがより好ましく、２重量部～５重量部であることが更に好ましい。熱安定
性助剤の添加量を上記の範囲とすることにより、コストをかけ過ぎずに、熱安定性助剤と
しての機能を発揮し、吸水白化を更に抑制することが可能となる。すなわち、熱安定性助
剤の添加量が０．１重量部未満であると、熱安定性助剤としての機能を発揮できない場合
があり、吸水白化を抑制することができない場合がある。また、熱安定性助剤の添加量が
１０重量部を超えると、大幅にコストが掛かってしまう場合がある。
【００５０】
［アクリル系加工助剤］
本発明の加飾用フィルムは、アクリル系加工助剤を含んでいてもよい。アクリル系加工助
剤は、フィルムの成形性を高めることができるものであればよく、上記アクリル系加工助
剤としては、フィルムの分野において通常使用されるものを用いることができる。例えば
、（メタ）アクリル酸エステルの１種を重合又は２種以上を共重合させたものを用いるこ
とができる。
【００５１】
重合又は共重合する（メタ）アクリル酸エステルの例としては、メチルアクリレート、メ
チルメタクリレート、エチルアクリレート、エチルメタクリレート、ｎ－プロピルアクリ
レート、イソプロピルアクリレート、ｎ－プロピルメタクリレート、イソプロピルメタク
リレート、ｎ－ブチルアクリレート、イソブチルアクリレート、ｔ－ブチルメタクリレー
ト、ｎ－ヘキシルアクリレート、ｎ－ヘキシルメタクリレート、２－エチルヘキシルアク
リレート、２－エチルヘキシルメタクリレート、ドデシルメタクリレート、トリデシルメ
タクリレート等が挙げられる。また、上記以外にも、（メタ）アクリル酸、ヒドロキシ基
を含有した（メタ）アクリル酸エステルも挙げられる。
【００５２】
上記樹脂層における、上記アクリル系加工助剤の添加量は、上記ポリ塩化ビニル系樹脂１
００重量部に対して、１重量部～１０重量部であることが好ましく、１重量部～４重量部
であることがより好ましい。アクリル系加工助剤の添加量を上記の範囲とすることにより
、コストを抑制しながら、加工性を確保することができる。すなわち、アクリル系加工助
剤の添加量が１重量部未満であると、加工性を確保することが困難な場合があり、１０重
量部を超えると大幅にコストが掛かってしまう場合がある。
【００５３】
本発明の加飾用フィルムは、上記ポリ塩化ビニル系樹脂１００重量部に対して、上記芳香
族基を有するバリウム化合物を含むバリウム－亜鉛系の熱安定剤を０．１重量部～２０重
量部、エポキシ樹脂を０．１重量部～１０重量部、及び、アクリル系加工助剤を１重量部
～１０重量部含む樹脂層を有することが好ましい。より好ましくは、本発明の加飾用フィ
ルムは、上記ポリ塩化ビニル系樹脂１００重量部に対して、上記芳香族基を有するバリウ
ム化合物を含むバリウム－亜鉛系の熱安定剤を１重量部～１０重量部、エポキシ樹脂を０
．５重量部～１０重量部、アクリル系加工助剤を１重量部～４重量部含む樹脂層を有する
。各成分の添加量を上記の範囲とすることにより、加飾用フィルムの吸水白化を更に抑制
することができ、かつ、加飾用フィルムの製造コストを抑制することができる。
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【００５４】
［その他の添加剤］
本発明の加飾用フィルムは、上記のように、熱安定性助剤としてエポキシ樹脂を含有する
ことができる。しかしながら、エポキシ樹脂を含有するフィルムは黄変する場合がある。
これを抑制するために、エポキシ樹脂を含有する場合等には、本発明の加飾用フィルムに
初着防止剤、紫外線吸収剤（光安定剤）等を含有させ、無色透明のフィルムとすることが
好ましい。
【００５５】
また、本発明の加飾用フィルムには、必要に応じて各種添加剤が適量添加されていてもよ
い。上記添加剤としては、例えば、衝撃強度改質剤、滑剤、酸化防止剤、着色剤、難燃剤
、帯電防止剤、補助剤、補強剤、防曇剤、充填剤、希釈剤、防カビ剤等が挙げられる。
【００５６】
［初着防止剤］
本発明の加飾用フィルムは、初着防止剤（初期着色防止剤ともいう）を含んでいてもよい
。初着防止剤は、フィルムの初期段階における着色を抑制することができるものであれば
よく、フィルムの分野において通常使用されるものを用いることができる。
【００５７】
初着防止剤としては、例えば、株式会社ＡＤＥＫＡ製　ＡＰ－６１４等が挙げられる。株
式会社ＡＤＥＫＡ製　ＡＰ－６１４は、芳香族基を有するバリウム化合物を含むバリウム
－亜鉛系の熱安定剤と併用することにより、熱安定剤としても使用することができる。
【００５８】
上記樹脂層における、上記初着防止剤の添加量は、上記ポリ塩化ビニル系樹脂１００重量
部に対して、０．５重量部～１．６重量部であることが好ましい。
【００５９】
［紫外線吸収剤］
本発明の加飾用フィルムは、紫外線吸収剤を含んでいてもよい。紫外線吸収剤は、紫外線
を吸収することができるものであればよく、上記紫外線吸収剤としては、フィルムの分野
において通常使用されるものを用いることができ、例えば、ベンゾフェノン系の紫外線吸
収剤やベンゾトリアゾール系の紫外線吸収剤を用いることができる。黄色味が抑えられた
、無色透明のフィルムを得る観点から、ベンゾフェノン系の紫外線吸収剤が好ましく用い
られる。ベンゾフェノン系の紫外線吸収剤としては、株式会社ＡＤＥＫＡ製　アデカ１４
１３等が挙げられ、ベンゾトリアゾール系の紫外線吸収剤としては、株式会社ＡＤＥＫＡ
製　ＬＡ－２９等が挙げられる。
【００６０】
上記樹脂層における、上記紫外線吸収剤の添加量は、上記塩化ポリ塩化ビニル系樹脂１０
０重量部に対して、０．５重量部～２．０重量部であることが好ましい。
【００６１】
次に、加飾用フィルムの層構成及び製造方法について説明する。
本発明の加飾用フィルムの厚みは、１５０μｍ～５００μｍであることが好ましく、２０
０μｍ～４００μｍであることがより好ましい。上記加飾用フィルムの厚みが１５０μｍ
未満であると、基材に貼り付ける際に、加飾用フィルムが薄くなり過ぎ、下地が透けてし
まうことがある。上記加飾用フィルムの厚みが５００μｍを超えると、基材に貼り付ける
際に、加飾用フィルムの追従性が不充分となることがある。
【００６２】
［粘着剤層］
上記加飾用フィルムは、粘着剤層を有していてもよい。粘着剤層を有することにより、加
飾用フィルムを容易に基材へ貼付することができ、加飾用フィルムとしても好適に用いる
ことができる。
【００６３】
粘着剤層は、粘着機能（感圧接着性）を有するものであれば特に限定されず、具体的には
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、アクリル系粘着剤、ゴム系粘着剤、シリコーン系粘着剤等の粘着剤を含有するものが挙
げられる。なかでも、粘着性、加工性、耐熱老化性、耐湿老化性、耐候性に優れるととも
に、比較的安価である点から、アクリル系粘着剤が好適に用いられる。
【００６４】
上記加飾用フィルムには印刷が施されてもよい。加飾用フィルムへの印刷は、例えば、イ
ンクジェット印刷、グラビア印刷、スクリーン印刷、ロータリースクリーン印刷、フレキ
ソ印刷、オフセット印刷、静電印刷等により行うことができる。
【００６５】
粘着剤層の厚さは、１０μｍ以上、６０μｍ以下が好ましい。粘着剤層の厚さのより好ま
しい下限は、２０μｍ、より好ましい上限は、５０μｍである。
【００６６】
［セパレータ］
本発明の加飾用フィルムは、更に、セパレータを有していることが好ましい。セパレータ
は、上記粘着剤層に貼着される面に離型処理が施されたものであればよく、特に限定され
るものではない。セパレータとしては、離型フィルムや離型紙等が挙げられる。図１は、
本発明の加飾用フィルムの一例を示した断面模式図である。図１に示したように、加飾用
フィルム１ａは、樹脂層１０と、粘着剤層２０と、セパレータ３０が表面から順に積層さ
れていることがより好ましい。このような態様とすることにより、樹脂層１０を、粘着剤
層２０を介して基材へ容易に貼付することが可能となる。
【００６７】
上記離型フィルム及び上記離型紙としては、フィルムの分野において通常使用されるもの
を用いることができる。上記離型フィルムとしては、例えば、ポリエチレンテレフタレー
ト（ＰＥＴ）フィルム等の表面をシリコーン系、アルキド系、フッ素系剥離剤等でコーテ
ィングしたものが挙げられる。上記離型紙としては、例えば、上質紙の表面をシリコーン
系、アルキド系、フッ素系剥離剤等でコーティングしたものが挙げられる。上記離型フィ
ルム又は離型紙は、上記粘着剤層側の表面だけ表面処理が施されてもよい。
【００６８】
上記加飾用フィルムは、保護フィルム層を有してもよい。上記保護フィルムとしては、フ
ィルムの分野において通常使用されるものを用いることができる。上記保護フィルムとし
ては、例えば、ポリエチレンテレフタレート系樹脂、ポリプロピレン系樹脂、ポリカーボ
ネート系樹脂等が挙げられる。
【００６９】
上記加飾用フィルムの製造方法は、特に限定されないが、例えば、上記樹脂層は、バンバ
リーミキサー等を用いて、上記ポリ塩化ビニル系樹脂を溶融混練した後、カレンダー加工
等により形成することができる。上記加飾用フィルムが粘着剤層を有する場合、上記粘着
剤層は、各種コーティング装置、バーコート、ドクターブレード等の汎用の成膜装置や成
膜方法を用いて、上記離型フィルム又は離型紙上に上記粘着剤組成物を塗工し、その後乾
燥することにより形成することができる。上記樹脂層上に上記粘着剤層を積層することで
、加飾成形に用いられる加飾用フィルムが得られる。
【００７０】
次に、本発明の加飾成形品について説明する。本発明の加飾成形品は、基材と、上記基材
を覆う本発明の加飾用フィルムとを備え、上記基材と上記加飾用フィルムとは、粘着剤層
を介して積層されている。図２は、本発明の加飾成形品の一例を示した断面模式図である
。図２に示したように、加飾成形品２は、基材４０の表面を加飾用フィルム１ｂが被覆し
ている。基材４０と加飾用フィルム１ｂとは、粘着剤層２０を介して接着されている。
【００７１】
上記加飾用フィルムは、上記離型フィルム又は離型紙を剥離した加飾用フィルムを基材に
貼り付けられて用いられる。本発明の加飾用フィルムは、３次元曲面にも追従するため、
３次元曲面を有する基材に対しても好適に用いられる。
【００７２】
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上記加飾用フィルムの施工方法は、例えば、離型フィルム又は離型紙を剥離した加飾用フ
ィルムを基材に重ね、真空成形、圧空成形、真空・圧空成形、インモールド成形、フィル
ムインサート成形、ラミネート等の方法を用いて施工する方法が挙げられる。なかでも、
真空・圧空成形を用いることが好ましい。
【００７３】
真空・圧空成形は、ＴＯＭ（Ｔｈｒｅｅ　ｄｉｍｅｎｓｉｏｎ　Ｏｖｅｒｌａｙ　Ｍｅｔ
ｈｏｄ）ともいい、例えば、真空・圧空成形装置を用いて行うことができる。真空・圧空
成形の一例を説明すると、まず、加飾用フィルムから離型フィルム又は離型紙を剥離した
加飾用フィルムと、基材とを大気圧状態で、成形室内にセットする。次に、成形室を気密
状態とした後、真空タンクを用いて真空吸引し、成形室内を真空状態とする。続いて、真
空状態を維持しつつ、ヒーターを用いて所望の成形温度まで加熱し、加飾用フィルムを軟
化させる。軟化させた加飾用フィルムに基材を接触させた後、成形室の真空を開放して大
気圧状態とし、更に成形室内に圧空タンクから圧縮空気を入れることにより、加飾用フィ
ルムを基材に押圧させ、その形状に沿って張り付ける。その後、必要に応じて、基材から
はみ出た余剰フィルムをトリミングする。これにより、上記加飾用フィルムが粘着剤層を
介して基材に貼り付けられた加飾成形品を得ることができる。
【００７４】
上記基材の材質は、特に限定されず、例えば、ポリカーボネート系樹脂、アクリル系樹脂
、スチレン系樹脂等の樹脂、アクリロニトリル－ブタジエン－スチレン共重合体（ＡＢＳ
樹脂）；鉄、銅、アルミニウム等の金属；合金等が挙げられる。
【００７５】
上記基材としては、特に限定されないが、例えば、自転車、バイク、自動車、バス、電車
等の車両；ヘルメット；船；飛行機、ヘリコプター等の航空機；家具、家電製品等の家庭
用品；キャビネット、事務机、パソコン等のオフィス用品；建造物の壁面、床面、天井、
屋根、柱、看板、ドア、門；若しくは建築現場の建築材料等、又は、これらの部品が挙げ
られる。
【００７６】
本発明の加飾用フィルムは、二輪車の部品及び外装；四輪車の外装及び内装；携帯電話、
スマートフォン及び情報機器末端の外装；キッチン及びサニタリーなどの住宅資材に用い
られる加飾用フィルムであることが好ましく、二輪車の外装及び四輪車の内装に用いられ
る加飾用フィルムであることがより好ましく、二輪車の外装に用いられる加飾用フィルム
であることが更に好ましい。
【００７７】
本発明の加飾用フィルムは、例えば、基材の表面の加飾、保護、広告等に用いることがで
きる。また、上記加飾用フィルムの表面に文字、図柄等を転写し、上記基材に貼り付けて
、広告として用いることができる。
【００７８】
［実施例・比較例］
以下、本発明について実施例を掲げて更に詳しく説明するが、本発明はこれらの実施例の
みに限定されるものではない。
【００７９】
（実施例１）
まず、平均重合度が８００のポリ塩化ビニル系樹脂１００重量部に対して、芳香族基を有
するバリウム化合物を含むバリウム－亜鉛系の熱安定剤を３．３重量部、アクリル系加工
助剤を１．５重量部、衝撃強度改質剤を５．０重量部、安定化剤を０．５重量部、可塑剤
（フタル酸ジイソノニル：ＤＩＮＰ）を２５．０重量部、熱安定性助剤を３．０重量部添
加し、バンバリーミキサーで溶融混練後、カレンダー加工により、実施例１の加飾用フィ
ルムを得た。フィルムの厚みは１１０μｍであった。なお、実施例１で使用したバリウム
－亜鉛系の熱安定剤において、芳香族基を有するバリウム化合物及び芳香族基を有する亜
鉛化合物の総含有量（重量％）は、脂肪族基を有するバリウム化合物及び脂肪族基を有す
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る亜鉛化合物の総含有量（重量％）を超えていた。
【００８０】
（実施例２～８）
下記表１に示した通り、配合量を変更した以外は、実施例１と同様にして、実施例２～８
の加飾用フィルムを得た。
【００８１】
（比較例１）
まず、平均重合度が８００のポリ塩化ビニル系樹脂１００重量部に対して、バリウム－亜
鉛系の熱安定剤を４．０重量部、アクリル系加工助剤を１．５重量部、衝撃強度改質剤を
５．０重量部、安定化剤を０．５重量部、可塑剤（ＤＩＮＰ）を１５．０重量部、可塑剤
（エポキシ化大豆油）を３．０重量部添加し、バンバリーミキサーで溶融混練後、カレン
ダー加工により、比較例１の加飾用フィルムを得た。フィルムの厚みは１１０μｍであっ
た。なお、比較例１で使用したバリウム－亜鉛系の熱安定剤において、脂肪族基を有する
バリウム化合物及び脂肪族基を有する亜鉛化合物の総含有量（重量％）は、芳香族基を有
するバリウム化合物及び芳香族基を有する亜鉛化合物の総含有量（重量％）を超えていた
。
【００８２】
（比較例２～４）
下記表１に示した通り、配合量を変更した以外は、比較例１と同様にして、比較例２～４
の加飾用フィルムを得た。
【００８３】
実施例及び比較例で用いた材料について、下記表２に示した。
【００８４】
（加飾用フィルムの評価）
実施例及び比較例で作製した加飾用フィルムについて、下記の方法により、（１）吸水白
化指標の測定、（２）意匠変化の評価、及び、（３）外観の評価を行った。
【００８５】
（１）吸水白化指標の測定
得られた加飾用フィルムを４０℃の水に２４時間浸漬した後、ＡＳＴＭ　Ｅ３１３－９６
に準拠した方法で加飾用フィルムの白色度ＷＩ（吸水白化指標）を測定した。なお、白色
度ＷＩは物体の「白さ」を表す度合であり、完全拡散反射面（理想的な白色）を１００と
した場合に、この理想的な白色から遠ざかるにしたがって、白色度の数値が低くなる。な
お、ＡＳＴＭ規格は、ＡＳＴＭインターナショナル（ＡＳＴＭ　Ｉｎｔｅｒｎａｔｉｏｎ
ａｌ）、旧称、米国材料試験協会（Ａｍｅｒｉｃａｎ　Ｓｏｃｉｅｔｙ　ｆｏｒ　Ｔｅｓ
ｔｉｎｇ　ａｎｄ　Ｍａｔｅｒｉａｌｓ）が設定・発行している規格である。
【００８６】
（２）意匠変化の評価
上記で測定した吸水白化指標の結果を基に、吸水白化指標が１４．０以下であるものを○
とし、１４．０を超えるものを×とした。
【００８７】
（３）外観の評価
実施例及び比較例で作製した加飾用フィルムを目視により無色透明と確認できるものを○
とし、それ以外のものを×とした。
【００８８】
実施例及び比較例の加飾用フィルムの評価結果を下記表１に示した。
【００８９】
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【表１】

【００９０】



(13) JP 6846175 B2 2021.3.24

10

20

30

40

50

【表２】

【００９１】
実施例及び比較例の結果から、ポリ塩化ビニル系樹脂と、芳香族基を有するバリウム化合
物を含むバリウム－亜鉛系の熱安定剤とを組み合わせることにより、長期に渡って吸水白
化等の意匠変化を抑制することができる加飾用フィルムが得られることが分かった。
【００９２】
更に、下記の方法により、実施例の加飾用フィルムを基材へ貼り付けて加飾成形品を作製
し、（４）成形加工性の評価を行った。
【００９３】
（４）成形加工性の評価
ホットメルト接着剤（日立化成ポリマー社製、ハイボン７６６３）を粘着剤層としての厚
さが４０μｍになるように離型フィルム上に塗工し、これを上記で得られた加飾用フィル
ムに転写し、粘着剤層及び離型フィルムを備えた加飾用フィルムとした。続いて、離型フ
ィルムを剥離した加飾用フィルムを、１２０℃で基材へ貼り付けて加飾成形品を作製した
。加飾成形品を作製する際における成形加工性を評価した。
【００９４】
実施例１～４及び６～８の加飾用フィルムは、実施例５の加飾用フィルムに比べて成形加
工性に優れていた。特に、実施例１及び２の加飾用フィルムは、加飾用フィルムに適度な
伸びと強度があり、基材へ問題なく貼り付けることができ、他の実施例に比べて、より成
形加工性に特に優れていた。実施例３、４及び６～８の加飾用フィルムは、加飾用フィル
ムの強度がやや劣るが、基材へ問題なく貼り付けることができた。
【符号の説明】
【００９５】
１ａ、１ｂ：加飾用フィルム
２：加飾成形品
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１０：樹脂層
２０：粘着剤層
３０：セパレータ
４０：基材

【図１】

【図２】
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